
広報くしもと 11月号 （毎月 1回／1日発行）

・星遷岳駆置召量至・
平成21年度決算報告 (P.2) 

よろこびかなしみ (P. 5) 

まちの出来事 (P. 6) 

保健センターだより (P.10) 

お知らせ記事 CP.14) 

いつかくる震災のために．
串本町民の心強い味方。

•• • 

串本町の人口と世帯数

10月15日（金）、上野山防災広場に震災時の水源確保を目的とした

耐震性貯水槽が設置される様子。

・人ロ・・・・・・ 19,024人 ・男性…… 8,855人 ・女性…… 10,169人 ・世帯数…… 9,196世帯

（平成22年9月30El硯在）



1 では…収支は？ I 

以上のことから、平成21年度一般会計については、収人と支出の差引 3億4,660万円か

ら翌年度に繰越すべき財源 1億5,390万円を除いた 1低9,270万円の黒字 となりました。 し

かし、合併に伴う 国県による財政支援が年々減少

する中で、 当町は新病院建設を始め多領の財政負

担を要する課題・ 事業を抱えており、 今後も厳し

い財政状況が続く見込みです。

1 何のために、どのくらい使ったの？ I 

♦ 町民一人当たり 内訳

民生費 113,113円
総務費 156,947円
衛生費 92,992円
公債費 62,670円
教育費 45,643円
消防費 31,720円
土木費 47,487円
農林水産業費 24,562円
商工費 9,845円
議会費 4,932円
災害復旧費 1,571円

合計 591,482円

※平成22年3月末の住民基本台帳人n
19.076人を使用しています。

商工費

1億S,781万円(1.7%)

良林水産業費

4位6.854ガ円(4.2%)

士木費

9億586万円(8.0%)

教行費

8位7,068ガ円(7.7%)

I 7位7,392万円(15.7%) 
公偵費 総務費

11億9,549万円(10.6%)

I 借入金（町債）・積立金（基金）はいくらあるの？ I 

町が行う様々な事業（漁港や学校の建設など）の

ために長期に借り入れるのが町伯です。平成21年庇

には17伍7,506万円を新たに1背り入れています。

また、 IH]が行っている積立 （貯金）を碁金と言 いま

す。平成21年度は、財政調整基金で9,182万円、減

依基金で1,499万円の梢み立てを行っており、 基金

全体で5,570万円の増加となっています。

③ 広報くしもと 2010.11 

議会費

9,408ガ円(0.8%)

災省復IBJt

29億9,392万円(26.5%)

♦ 至金と町債の額（平成21 年度末）

平成21年度の決算が9月の町諜会に堤案されました。今月号では主に一般会言t
の収入や使途の状況についてクラフや表などでお知らせいたします。（金額は全

て万単位で表示しています。）

I 収入 1 16億2,970万円 I

平成21年度の収入では、蛋気悪化等の影響によリ町税が漱少しましたが地方交付税の増
加や、国からの経済対策に1系る交付金、普通建設事業が茎中しにことに伴う地方1目の増加
等により、総額は前年度から21億7,284万円の大幅増となりました。

町 伯

17億7,506)jf'l(l5.3%) 
国爪支Ill．金
14低275万円(12.1%)
＼ 県支出金

9%) 

地）j交付税 I その他
43低250万円(37.0%) !,I倍．~323)j円 ( 12 .2%)

自主財源 28.2%依存財源 71.8%

1 支 出 112億B,370万円 I

平成21年度の支出では、勧奨退職制度の実施、新規採用者数の抑制等によリ人件費が蹟少
していますが、 上野山防災広場の整備， 二色や有田大山の公営住宅建設等によリ普通建設

事業が大福に増加。まに新病院建設事業の本格化により病院事業会計への繰出金（補助岱）

も増加しておリ、総額は前年度から21億4,38？万fIIの大幅増となっています。

◆対前年度伸び率

人件費 △ 2,0% 
補助費 45.4% 
公債費 △ 3,2% 
物件費 l9,4% 
繰出金 7.2% 
笞通建設事業費 lll,8% 
投資及び出資金貸付金△ 0,1% 
扶助費 18.2% 
積立金 182.5% 
維持補修費 19.l % 
災害復IEl事業 38.5% 

合 計 23.5% 

町税

暉．I.932万円(13.1%)

株人金

2位］，6007削 (1.8%)

使用科及び千数料

//  1低2.432JJ円(l.1%）

♦ 対前年度伸び率

自町税 △ 5.1 % 

こ 数料：口ご
源その他 10.6% 

依地方交付税

存 町債

財
国犀支出金

懇支出金

源その他

合 計

6.8% 
705.8% 
755.7% 
20.3% 
△ 3.8% 

23.0% 

積立金

2似2,1487]円(2.0%)
維持袖修1t
1低324)J円(0.9%)
扶助費

6位．6,831Jj円（5.9%)
投貨及ぴ代惰金・貸付金

7低7.51 O)j円
(6.8%) 

況圃

災古復lH費

2,997万円(Q,3%)

人件代

物件費

12低3,093万円(10.9%)

広報くしもと 2010.11②



※1ム恨への褐品を希望されない方は、 1出出の際に窓nにお中し出ください。
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1 特別会計収支 I 

83 79 91 92 88 83 66 88 74 82 77 71 73 84 97 76 89 

占中四上伊伊四串 閾 串串禾II串有占串串
田 野

庫湊向原串串向本川本本深本田座本本

お
誕
生
お
め
で
と
う

隻

ご
ざ
い
ま
す

こ冥福を

零お祈りいたします

会言t名 取入 支出 収支差引 会言t名 取入 支出 収支差引

老人保健弔業 2,407万円 1,015万円 l,392万円
潮岬財産区

4,653万円 488万円 4,165万円
特別会言t 特別会言t

後期高齢者 5億3,006 5（製．271 735万円 出雲財産区 4,186万円 144万円 4,042万円
医療特別会計 万円 万円 特別会計

国民健康保険 27億793 28憶l,118 L. l億325 有田財産区 2,812万円 145万円 2,667万円
事業特別会言t 万円 万円 万円 特別会言t

介語保険車業 20億2,853 l9億3,987 8,866万円 田並財産区 324万円 l9万円 305万円
特別会言十 万円 万円 特別会言十

商易水道事業 6,134万円 3,588万円 2,546万円 和深財産区 705万円 l8万円 687万円
特別会言t 特別会言t

下水道事業 3,967万円 3,819万円 148万円
古座地区財産

684万円 8万円 676万円
特別会言t 区特別会言t

通所介護亭業 8,500万円 8,590万円 西゚向地区財産 2,413万円 44万円 2,369万円
特別会計 区特別会計

住宅資金白付 8,444万円 9,644万円 △1,200万円 田原地区財産 342万円 l9万円 323万円
事業特別会言t 区特別会言t

串本財産区 877万円 524万円 353万円
特別会言t

会計名

病院事業会計

水道車業特別会計

国民宿舎事業会計

総収益

22億9,455万円

5憶 679万円

2,505万円

総費用

22億9,813万円

4億8,876万円

1,908万円

当年度純利益

b. 358万円

翌年度燥趨利益剰余金

Ls. 27億1,772万円

l ，ご［〗□： I △ ]:7,：::：： 
※翌年度繰越利益剌余金の△は欠損金の額てす。

第6回
聴苓：圏展総舎屋｝
11月12日（金）～11月14日（日）

午前9時～午後4時30分

期日

辿直＇
0串本町立体育館
生花、盆栽、俳句短冊、
俳画、工芸、手芸

〇串本町武道館
絵画、写真、書

主催

望
凶
）

ーr'、

串本町

串本町教育委員会

第

3
回
定
例
会
に
は
、
報
告
4
件、

人
事
案
件

2
件
、
条
例
案
件
3
件
、
補

正
予
算
案
件
8
件
、
決
算
認
定
案
件
20

件
、
そ
の
他
の
案
件
1
件
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
可
決
さ
れ
た
案
件

の
主
な
も
の
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

●
平
成
21
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化

判
断
比
率
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
仝
化
に

関
す
る
法
律
第
3
条
第
1
項
の
規
定
に

よ
り
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
た
財
政
指

椋
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
す
。

●
平
成
21
年
度
決
算
に
基
づ
く
公
営
企

業
に
お
け
る
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
仝
化
に

関
す
る
法
律
第
22
条
第
1
項
の
規
定
に

よ
り
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
た
公
常
企

業
の
資
金
不
足
比
半
に
つ
い
て
公
表
す

る
も
の
で
す
。

●
串
本
町
国
民
宿
舎
事
業
会
計
の
経
営

健
全
化
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

、 - •- -•- - •- - •- -•- - •- - •- -•- -~ --•- -•- -、――•――ベー一、一—9- -

週 ＿［
, 11月1日～11月30日は、

「同和運動推進月間」。 1

'11月11日～12月10日は、
： 「人権を考える強調月間」です。］
贔-----------------］

第

llnl定
例
会
で
承
品
い
た
だ
い
た

経
宮
健
全
化
川
画
に
つ
い
て
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
閃
す
る
法
律

第
24
条
に
お
い
て
準
用
す
る
詞
法
第
6

条
第
1
狽
の
規
定
に
よ
り
、

iJt画
の
実

施
状
況
を
報
告
す
る
も
の
で
す
。

●
串
本
町
社
会
体
育
施
設
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

串
本
町
i
>
体
育
館
及
び
串
本
町
武
道

館
の
使

m区
分
を
細
分
化
し
使
用
料
の

見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
田
原
若
名

広
場
使

m料
の
見
直
し
を
行
う
も
の
で

す。
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これからの串本町に対して思いをそれぞれ言吾る

みなさん。

（左）〈おざきのひもの〉尾崎 仁ーさん

（中）〈紅葉屋本舗〉坂井良雄さん

（左）〈丸八水産〉村畑圭悟さん

紅
葉
屋
本
舗
の

「
木
竹
皮
包
み
羊
羹
」

叫
り
ト
ル
コ
民
族
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

ー
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
殉
難
将
士
に
捧
げ
る
ー

9
月
1
7
R
（
金
）
、
ト
ル
コ
の
セ
ル
ジ
ュ
ク
人
学
か
ら
教
授

や
人
学
生
で
編
成
さ
れ
た
管
弦
楽
団
が
来
町
。
エ
ル
ト
ゥ
ー

ル
ル
号
（
以
下
工
号
）
殉
難
将
士
の
御
霊
の
鋲
魂
と
両
国
民
の

更
な
る
友
好
の
発
辰
を
願
い
、
ト
ル
コ
民
族
楽
器
を
用
い
て

工
号
殉
難
将
士
逹
の
ふ
る
さ
と
の
ト
ル
コ
民
謡
を
演
奏
す
る

コ
ン
サ
ー
ト
が
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

団
長
の
メ
ヴ
ル
ッ
ト
・
ヤ
シ
ャ
ー
ル
・
カ
ル
タ
ク
ジ
ュ
教

授
は
、
「
エ
号
に
よ
っ
て
築
か
れ

た
R
本
と
ト
ル
コ
の

120
周
年
の

年
に
あ
た
り
、
ト
ル
コ
で
も

U

本
の
文
化
、
去
術
に
関
す
る
多

く
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

両
国
の
友
好
に
貢
献
さ
れ
た
す

べ
て
の

H
本
の
兄
弟
姉
妹
の
皆

様
に
感
謝
を
巾
し
上
げ
た
い
。
」

と
話
し
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
締
め
く
く
り

に
日
本
の
民
謡
で
あ
る
「
さ
く

ら
さ
く
ら
」
が
演
奏
さ
れ
る
と
、

来
場
者
か
ら
了
拍
子
が
始
ま
り

会
場
は
と
て
も
賑
わ
い
ま
し
た
。

紅
葉
屋
本
舗
が
審
査
員
特
別
賞
受
賞

和
歌
山
県
優
良
県
産
品
（
プ
レ
ミ
ア
和
歌
山
）

10
月

7
L
I
（
木
）
に
、
年
紅
菓
屋
本
舗
』
坂
几
良
雄
さ
ん
、
7

お
ざ
き
の

ひ
も
の
』
尾
崎
仁
一
さ
ん
、

i

丸
八
水
廂
』
村
畑
士
悟
さ
ん
が
町
長
室
を

衣
敬
訪
間
し
、
こ
れ
か
ら
の
串
本
町
に
つ
い
て
川
嶋
町
長
と
ャ
息
見
を
交

換
し
ま
し
た
。

訪
間
の
き
っ
か
け
は
、

6
H
（
水
）
に
、
プ
レ
ミ
ア
和
歌
山
推
奨
品
審

査
貝
特
別
賞
を
、
『
紅
菜
屋
本
舗
』
の
「
本
竹
皮
鉱
み
羊
羮
塩
」
が
受

賞
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
受
賞
理
由
は
、
原
材
料
の
こ
だ
わ
り
、

作
り
手
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
感
じ
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

紅
菓
屋
本
舗
の
坂
井
さ
ん
は
、
「
町
内
の
若
い
事
業
者
が
受
買
す
る

の
は
町
に
と
っ
て
も
明
る
い
こ
と
。
町
と
連
携
し
て
知
恵
を
絞
り
、
串

本
町
と
い
う
町
を
前
へ
前
へ
と
押
し
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」
と
話
し
、

田
嶋
町
長
は
、
「
町
と
し
て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
。
協
力
で
き
る
こ

と
は
あ
る
と
思
う
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

セ
ル
ジ
ュ
ク
大
学

サ
バ
ン
ジ
ュ
音
楽
院
管
弦
楽
団

9121 10115 
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応 救急？見場 火：見場

戸 疇贔

Q: 119番とは？

A 消防機関への緊急用の鴫話番号で、火災や救急、救助
が必要な場合に使いま寸。携帯霞話や Ip電話(※Z

TV050番号除く）からも局番なしの119番でつながり

ます。

どこの消防車（救急車）がくるのつ

1番近い消防署・分駐所から出場します。ただし、 l 

番近い消防署の消防車（救急車）が出場中の場合は、そ

の次に近い消防署・分駐所から出場しまg。

Q: 119番逹報はどのようにgれば良いのつ

A 指令室員の質問にあわてす、落ち蒼いて、はっきりと

答えてください。

Q

A

 

※救急車の邁正利用にご協力ください。

緊急性のない場合は、タクシーや自家用

車を利用寸るようにしてください。

r
 

上
野
山
防
災
広
場
に
耐
震
性
貯
水
槽
設
置

10
月
1
5
日
（
命
）
、
卜
野
山
防
災
広
場
賂
価

工
事
の
―
つ
で
あ
る
副
定
件
貯
水
槽
が
据
付

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
タ
ン
ク
の
人
き
さ
は
、
内
径
訊

m
、

長
さ
い

m
で
貯
水
容
凪
は
40
ト
ン
で
す
。
災
害
時
に
必

要
な
水
の
鼠
は
1
R
1
人
あ
た
り
3
l
J
ッ
ト
ル
と
言
わ

れ
て
お
り
、
こ
の
貯
水
梢
の
設
置
に
よ
っ
て
地
哀
災
害

時
の
混
乱
が
安
定
期
に
入
る
ま
で
の
期
間

(
3
H
を
想

定
）
、
約
4
5
0
0
人
分
の
水
を
確
保
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

ト
野
山
似
区
長
の
杉
本
武
雄
さ
ん
は
「
地
似
の
防
災

の
計
り
知
れ
な
い
向
卜
に
つ
な
が
る
。
什
民
も
安
心
で

き
る
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

9
月

20Li
（
月
）
は
「
敬
老
の

H
」
で
し
た
。
町
内
各

地
区
で
は
、
こ
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
敬
老
会
が
開
催
さ

れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
で
、
高
齢
者

の
方
々
の
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

9
月

2
1
U
（
火
）
に
は
、
田
嶋
側
長
が
福
祉
施
設
や
古
四

齢
者
の
お
宅
を
訪
間
。
記
念
品
を
贈
星
し
、
高
齢
者
の

h
々
と
親
し
く
お
話
を
交
わ
し
ま
し
た
。
現
在
串
本
町

で
100
歳
以
上
の
方
々
は
1
3
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
い
つ
ま
で
も
お
冗
気
で
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。

田
鵡
町
長
か
木
田
た
ま
の
さ
ん

(100
歳
）
宅
を
訪
問
。

記
念
写
真
を
パ
シ
ャ
リ
。

敬
老
の
日

み
な
さ
ん
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

貯
水
槽
が
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
ら
れ
、
設
置

さ
れ
る
様
子

⑰広報くしもと 2010.11 広報くしもと 2010.11
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結婚祝い 金`

町民または結婚を機に串本町に住まれるご夫婦

へ、串本町飾工会の節品券5万円分を支給します。

女支給条件＊

1)平成22年12月1日以降に婚姻届を提出し、

その後90日以内であること。

2)串本町の住民基本台帳に記載、または外国

人登録原票に登録され、引き続き 町内に在住

する意息を1iすること。
3)町税許を滞納していな

いこと。

4)過去において、夫婦の

いずれかがこの祝い金の

支給を受けていないこと。

お問い合わせは企画財政課まで

n 0735-62-0556 （直通）

独身男女の皆さんに、出会いと交流の場を

提供するイペントを実施します。町内に住所

を有する男性と町内外に住所を有する女性を

対象に実施します。

対象は、 20歳以上55歳以下の独身男女とし

ます。町外からの参加者は無料、町内から参

加される方は2,000円（予定）。 潮岬晉少年の家

を会場に 1泊2日で年2回実施します（平成22

年度は 1回）。

参加募集はイペ

ント内容が決まり次

第、町広報などにて

行う予定です。“ お問い合わせは企画財政課まで

n 0735-62-0556（匿暉）

蘊対策、町の活性化として新たに置眉目目を実施します。,_＿＿__＿＿_＿＿＿＿＿、
（ ナ→—m”'r卒rr...>...-rm--'-11ロヽ,, 、

i 

平成22年12月1日より、地域の特性を活かした

自然エネルギーの利用促進と地球温暖化防止対策

の推進及び人口増加と地域経済の活性化を図るた

め、新築住宅に住宅用太陽光発電システムを設直

される方及びシステム設匹済建売住宅を購入され

た方に対し、補助金を交付します。

女補助条件＊

串本町の住民及び転入予定の方で、次の条件を

満たしていること。

l)住宅を新築する際に補助対象システムを設

四される方、又は設置した新築建売住宅を購

入し、引渡しが完了されている方

2)補助金の交付を受けてから5年以上串本町
に定住することを確約できる方

＊補助金の額＊

14万円に太陽篭池モジュールの最大出力値を乗
じて得た額（千円未満切り捨て）。ただし、補助金

額の最高限度は1件につき50万円とする。

お問い合わせは環境衛生課まで

ft 0735-72-0083（直通）..., _____________.,,,, 

平成22年12月l日より、串本町に在住の方

串本町に転入予定の方が、串本町の製材所か

ら出荷された「乾燥紀州材」を使用して、住

宅を新築した場合に最大で80万円、 「乾燥紀州
材需要拡大事業」の補助金 （叢大で20万円）
と合わせると最大で10J万円の補助金を交付し

ます。

＊補助条件＊

l)串本町の製材所から出荷された「乾燥紀州

材」を使用して新築した住宅（建売を除く）

2)串本町にお住まいの（住民票のある）方、

もしくは転入予定の方で、 5年以上串本町
に住むことを約束

できる方

3)町税等の滞納が

ない方

お問い合わせは産業振興課まで

n 0735-62-0557（直通）

⑨広報くしもと 2010.11 

雷間蜘・建贔補雷

広報くしもと2010.11⑧



インフルエンザ予防接種対象者の皆様へ ＝遺固 眉｝ 塑,~
先に「インフルエンザ予防接種依頓券」を保健でンターから発送いたしましたか、「自己負担金（無料・ 1,000円〉」

の欄かわかりにくい心とのご意見が寄せられましtこのて、改めて巨己負担金の説明をさ巳ていただきます。
皆様にはご迷惑をおかけいにしましたことを深くお［宅〇申し上げます。

【説明l
お送りしている「インフルエンザ予防接種依頼券」の自己負担金（無料・ 1,000円〉の欄にピ

ンクの印が入っている方については、ピンクの印を入れているところがあなたの自己負担金と

なります。なお、生活保護世帝及び非課税世帯の方は無料、課税世帯の方については 1,000円

の自己負担全での接祠となっておりま百。 一串本町保健センター合 0735-62-6206- 【成人関係I
健康相談

揺固団秒⑮⑨⑮測⑮迪
〇税を考える週間 ―IT化・国際化と税一
国税庁では、毎年ll月ll日からl7日を「税を考える遡間」と定め、国民
の皆様に税の意義や役割、税務打政の現状について考えていただくため、

様々な広親公聴活動を行っています。

本年度の「税を考える週間」のテーマは、 r1T化・国際化と税」です。
国税庁が行っている IT化•国際化に関寸る取組状況は次のとおりで寸。

*IT化への対応
イーダ999 

国税庁では、国税笥子申告・納税システム（e-丁ax)や国税庁ホームページの「確定申告古等作成コーナー」
など IT（通信情報技術）を活用した申告•納税を堆進することにより、納税者の利便性の向上を図っています。

◇さら1こ便利で使いやす<|国税の申告や申請等にはeTaxがお勧めです。 eTaxなら
•国税庁ホームページから笥子申告
国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」から直接芍了申告がてきます。

・冠高5,00DPlの税額控除

平成22年分の所得税の確定申告を本人の電了署名及び電了証朗書を付して、申告期限内にe丁axで
行うと、所得税額から最高5,000円の控除を受けることができます。（平成21年分以前の確定申告で本控

除の適用を受けた方は受けられません。）

・添付書類を提出省略

医療費の領収書や源泉徴収票等の添付書類は、記載内容を入力して送信することにより、その提出又

は提示を省略することができます。（確定申告期限から3年間は、添付書類の提出又は提示を求められる
ことがあります。）

・還付金がスピーディー

e-Taxで申告された還付甲告は、早期処理を行っています。 (3還間程度に短縮。）

＊国際化への対応

経済社会の国際化により税務行政を取り巻く索境は大きく変化していますが、国税庁では、租税条約に基づ

く情報交換や開発途上国に対する職員派酒などの技術協力を行うなど、外国税務圭局との間の相旦信頼・協力

関係の強化に取り組んでいます。

国税庁ホームページ ～ http://www.nta.go.jp -

屈寄孟

i鯉疇
保健センター11月の行事予定は下記のとおりです。
※他診筈についてのお l[I し込み•お問い介わせは、
保健センター（ff073:i-62-6206) まで。

～がウム真理教関係特別君且已且煮⑨発見楼挙にこ協力を～

平成 7年にオウム真理教が麻J泉彰兄こと松本智津夫教相の指示の下に敢1」した地下欽サリン事件の発牛から
15年が舒過しました。
そのような中、本年4月の法改 I卜．により、翡橋克也、菊池直子の指名手配事実となっている「地下鉄サリン

冑件」の時効が廃11され、平[I]{丘の指名手配市実となっている「公証役場事務長迅捕粕怯致死事件」の時効が

延長されました。

中件の真柑附明のためには、特別指名手配被疑者である平田信、高橋克也、菊池直子の3人を何としても検挙

しなければなりません。

色寮では、 3人の発見検学を最俊先課題の一つとし、広く県民の皆様からの協力を得ながら、検杏を拙進し

ていますが、 3人は依然として逃走中です。

似た人を見かけたら、芸察への通恨をお願いします！皆様からの通禄お待ちしています。

連絡先 串本警察署 fl0735-62-0l10 

⑪広報くしもと 2010.11 

実施日 受付時間 会 滉

9 oo~ lO 00 江田区民会館
ll月］日（月）

l0 30~ll 30 田並公民誼

ll月8日（月） 13 00-14 30 保漣センター2階

,．00~lo oo 有田公民館
ll月l2日（金）

lO 30-ll 30 二色集会所

9 30-10 30 津荷集会所

ll月24日（水） 13.oo~ 14.00 古田吉年クラブ

14 30~ 15 30 田原山村交流センター
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【乳幼児関係】

乳幼児健診

日 時 滉 所 内 容

l]月4日（木） 保俎センター l歳6ヵ月児及び
13 00-13 30 2階 ？im 6ヵ月児健診
l]月ll日（木） 保姓センター IDヵ月児～1歳児健診13 00-13 30 2階
ll月25日（木） 保他センター 4ヵ月児征診及び
13 00-13 30 2階 BCG接楼
ll月25日（木） 保他センター 6ヵ月児健診13 30-14 00 2階

乳幼児予防接種

日時

ll月2日（火）
13:l0-13:40 

ll月25日（木）
13:00-13:30 

内容

三種混合
1期初回

BCG 

各種教室

日時及び内容

II月19日（金） 10:00~ 
ひよこ＆ちびっこひろば
(6ヵ月～3ii児）
II月24日（水）13:30-
マタニティー教室（後期）

※一穂混合の接種対象は 7 歳 6 ヵ月末満の方てす~う
1問初凶は20-56Rの間r<1で3国叔種します）

-21牡です^

献血

日時

ll月l日（月）
10:00~15:oo 
ll月lO日（水）
lo:00~16:00 

ll月18日（木）
13:15~16:00 

塔 所

自衛隊

矢声甚只衛様宅皿駐車場
（フイオノズクフブ共催）

古座分庁舎（ライオンズクラブ共催）

平成22年度

やフルエカ可鵬叡躙直らせ＆i
接種期間：平成22年lD月 1日～平成23年 1月31日
接種回数： 1回
接種する際には依頼券と予診票が必要です。

詳しくは、個別通知した案内をこ覧ください。

接種期閻：平成22年lD月 1日～平成23年 3月31日
接種回数： 12歳以下 2回接種

13歳～64歳 1回接種

接種費用： 3,600円以内 ※接種費用は医療機関により異なります。
(2回目の接種が必要な場合は 2,550円以内）

生活保護・非課税世帯の方

接種前に申請すると、無料で接種できます。

申請後、対象者の方には無料接種予診票をお渡ししますので、医療機関に持参して

接種を受けてください。

阻裏疇I保健センター・古座分庁舎・和深総合センター

＊串本病院・古座川病院については、直接医療機関の窓口でご予約下さい。（土日祝を除く）

＊ワクチンの在囲がなくなり次第、接種を終了する医療機閾もあります。
＊各医療機関により諸事愉が異なりますので、詳細は医療機関へお問い合わせください。

お問い合わせ：串本町保健センター 合 0735-62-6206

広報くしもと 2010.11 間



「わかやまR 未来へ届く この一票」・月28疇 ）凸l歌山彙知事選畠
～棄権することなく投票しましょう～

0投票時間について
投票日の投票時間は午前7時から午後7時です。
お間違えのないようお越し下さい。（里）1|投票所を除く）

0期日前投票について
当El投票に行けない方は、 ll月l2Elからll月27日の午前8時30分から午後8時まで、

役場本庁舎または占座分庁含で其月日前投票ができまg。

0郵便等投票について
体に重度の障害がある方や介護保険の要介護が5である方は、自宅で投票ができる

『郵便等投票J がこ利用できまg。郵便等投票をこ利用される場合は、当委呉会が交

付寸る言韮明書が必要ですので、下記条件に該当されると忠われる万は、お早めに選挙

管理委員会までお問い合わせください。

l 身体障害者手帳の交付を受けている方

0両下肢・体幹・移動機能の障害 l級もしくは2級の方

〇心臓・じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸の障害 l級もしくは3級の方

〇免疫・肝臓の障害 l級から3級の方

2 戦傷病者手恨の交付を受けている方

0両下肢・体幹の障害 特別項症から第2I頁症までの方

0心臓，じん臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸の障害 特別項症から第3項症

までの方

3，介護保険の被保険者言Eの交付を受けている方

〇要介護状態区分が要介護5の方

※代理記載もできます。

上記対象となる方のうち、身体障害者手帳に上肢

もしくは視寛の障害の程度がl級と記載されている

万または戦傷病者手帳に上肢もしくは視覚の障害の

程度が特別頂症から第2I頁症までである者と記載さ

れている方は、あらかじめ届け出た方に代理で言已載

してもらうことができまg。 a
 

～串本町選挙管理委員会からのお知らせ～

⑬広報くしもと 2010.11 

【対象児】巳中、保護者が仕事や病気、出産なとのために家庭て保育がてきない

乳幼児

【申込用紙】町内各保育所，

串本町役場本庁舎・保健福祉課、

串本町役場分庁舎・総合業務課

に用意していまJ。

【申込期問】 11月1□（月） ～ 11月19□（金）
午前8時30分～午後5峙15分（土曜日曜祝日を除く）

※仕事の都合上とうしても上記時間内に提出できない場合は、保健福

祉課までご相談ください。

【保育料】父母の平成22年分所得税額と平成22年度町民税課税状況によリ決定し

ます。

【その他】申込者多数の場合、希望する保育所に入所てきない場合があリます。

【お囲合せ】保健福社課 fi'0735-62-0562または各保育所

◎募集する保育所

保育所名（所在地） 電話番号 対象年齢 開所時間

町立串本保育所（串本502) ft 62-0352 ※生後llヶ月～5歳児 7 30-79 OD 

町立西向保育所（西向445) fl72-l826 ※生後4ヶ月～5歳児 7 30-78 DD 

私立上野山保育所
※生後2ヶ月～3歳児

本園（上野山143) 合 72-3571 7 3□ ~79 DD 
分園（西向858-3) 4歳～5歳児

町立和深保育所（和深682-2) n 67-0223 ※2歳lヶ月～5歳児 8'30 ~ l7 00 

◆へき地保育所

保育所名（所在地） 冨話番号 対象年齢 開所時閻

有田保育所（有EE284-2) fl66-l557 ※2歳～5歳児 8 00-76 30 

出並保育所（田並7432-2) tt66-0l5l 2歳～5歳児 8.00-75.00 

大島保育所（大島l670) |合 65-Ol76 | 3歳～5歳児 | 8 00~15 30 

0対象年齢は基本平成23年4月lEl硯在ですが、※印は平成23年度内にその月齢になれば入所
可能です。

（例．平成22年7月1日生まれの児菫は、串本保育所に平成23年6月から入所できます。）
〇へき地保育所へのお問合甘•お申込みは、直接各保育所へこ連絡ください。

広報くしもと 2010.11 (12) 



一
平
成
23
年
度
の
「
串
本
町
指
定
ゴ
ミ

袋
の
製
造
・
保
管
・
配
送
」
に
関
し
、

見
積
入
札
の
参
加
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

入
札
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
役
場

古
座
分
庁
舎
の
環
境
衛
生
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

了
受
付
期
間

平
成
22
年
1
1
月
1
日
（
月
）

i

平
成
22
年
1
1
月
1
2
H
（
金
）

・
午
紺
8
時
30
分
ー
正
午
ま
で

・
午
後
1
時
ー
午
後
5
時
ま
で

※
土
曜
、
日
曜
及
び
祝
日
を
除
く

て
参
加
資
格

0
巾
本
町
に
事
業
所
を
有
す
る
業
者

0
可
燃
ゴ
ミ
袋
(50L)
に
つ
い
て
は
、

常
時
l
o
o
ケ
ー
ス
程
度

(
l
ケ
ー

※
な
お
、
平
成
22
年
度
か
ら
、

3
園

の
幼
稚
園
で
は
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
、
「
預
か
り
保
育
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
、
串
本
町
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
(
6
0
7
3
5—
7
2

_
0
0
1
7
)
ま
た
は
、
各
幼
稚
園
に

お
間
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
巾
込
書
は
前
記
の
各
機
閃
に
用
意

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
の
卜
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

圏

お
知
ら
せ

巾
本
町
人
権
委
員
会
で
は
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
の
山
本
建
治
氏
を
講
帥
に
お

招
き
し
、
次
の
内
容
で
人
権
講
涼
会
を

開
催
し
ま
す
。

烹
開
催
日
時

平
成
22
年
1
1
月
26
日
（
金
）

T
後
7
時
1
午
後
8
時
30
分

ス
1150
冊
入
）
、
そ
の
他
の
各
種
指

定
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

50
ケ
ー
ス
程
度
を
倉
庫
等
で
保
応
日
で

き
、
指
定
販
売
店
か
ら
の
注
文
を
受

け
た
後
、
速
や
か
に
配
達
を
完

f
で

き
る
こ
と

マ

入

札

時

期

1

2

月

上

旬

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
環
槌
術
牛
課

60735

—

72

—

0083 

（
直
通
）

当
町
で
は
、
町
民
の
皆
様
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
串
本
町
民
と
都
会
か
ら
の

教
育
旅
行
4
達
が
交
流
す
る
こ
と
で
、

洵
辺
の
町
で
の
葬
ら
し
を
休
験
し
て
い

た
だ
く
民
泊
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
民
泊
を
受
け
人
れ

て
い
た
だ
け
る
ご
家
庭
を
募
集
い
た
し

▼

会

場

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

て

演

題

い
ま
、
人
権
と
は
？

ー
足
元
か
ら
見
つ
め
直
す

i

マ

主

催

串
本
町
人
権
委
員
会

▼

後

援

巾
本
町
・
串
本
町
議
会
・
串
本
町
教

育
委
員
会
・
中
本
町
教
育
研
究
会
・
中

本
町
P
T
A
連
絡
協
議
会
・
串
本
町
職

員
労
働
組
合

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
什
民
課

6
0
7
3
5
1
6
2
_
0
5
6
1
 

（
直
遥
）

農
業
汰
の
改
正
に
伴
い
、
農
業
委
員

会
が
年
1
回
、
此
地
利
用
状
況
調
杏
を

実
施
し
ま
す
。

10
月
か
ら
1
1
月
に
か
け
て
、
町
内
全

域
の
農
地
を
対
象
に
、
農
業
委
員
が
農

地
を
巡
回
し
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
ご
埋
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

農
地
は
一
度
流
れ
て
し
ま
う
と
、
耕

? 

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
間
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

了
受
入
れ
生
徒
の
対
象

小
学
5
年
生

i
大
学
生

て
受
入
れ
料
金

一
人
あ
た
り1
泊
2
食
で
5
2
0
0
円

了
受
入
れ
人
数

1
軒
3

1

5
人

※
食
半
等
は
普
段
と
同
じ
物
で
結
構

で
す
。
た
だ
し
、
生
徒
と
一
緒
に
な
っ

て
食
事
を
作
っ
た
り
、
後
片
付
け
を
手

伝
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
生
徒
と
の
団
ら

ん
・
＂
父
流
が
必
要
で
す
。

マ
生
徒
の
滞
在
時
間

午
後
4
時
頃
ー
籾
朝
午
前
8
時
頃

マ
送
迎
に
つ
い
て

受
入
れ
家
庭
の

h
に
は
、
地
区
ご
と

の
鋲
合
場
所
ま
で
の
送
迎
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

（
難
し
い
場
合
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

作
可
能
な
農
地
へ
の
復
旧
に
は
多
大
な

労
力
と
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
荒
れ
た
呉
地
は
、
不
法
投
葉
や
火

災
・
茄
害
虫
・
鳥
獣
害
の
発

4
、
雑

木
・
雑
＂
早
の
繁
戊
な
ど
環
境
の
忠
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。
奥
地
を
お
持
ち
の
方

は
適
正
な
笠
坪
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
PIJ
農
業
委
員
会

面
本
町
産
業
振
興
課
内
）

60735

—

62_0558 

(＇皿通）

串
本
町
で
は
、

f
宮
・
乳
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
対
象
者
仝

H
に
個

別
送
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
有
効
期
限

が
平
成
22
年
1
2
月

31nま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
だ
、
受
診
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
送
付
し
て
い
る
文
吉
を
よ

く
読
ん
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

1
2
月
末
ま
で
町
内
外
の
医
放
機
関
に

て
個
別
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
保
健
セ
ン
タ
ー

60735

—

62|6206 

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す

る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
、
平
成

22
年
10
月

25H
（
月
）
か
ら
始
ま
り
ま
し

□ 
串
本
町
で
は
、
平
成
23
年
度
町
立
幼

稚
園
の
園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す。マ
対
象
者

平
成
17
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
20
年

4
月

1
Hま
で
に
生
ま
れ
た
満
3
歳
か

ら
満
5
歳
ま
で
の
幼
児
で
、
串
本
町
に

居
什
す
る
者
。

・
串
本
幼
稚

M

．
潮
岬
幼
稚
園

・
出
芸
幼
稚
凶

▼
申
込
書
受
付
期
間

11月
1
日
（
月
）
ー

19
日
（
金
）

▼
申
込
書
提
出
先

串
本
・
潮
岬
・
出
出
の
各
幼
稚
園
、

串
本
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
出

本
町
役
場
占
痺
分
Jj舎
2
階）

串
本
町
の
人
々
が
、
明
治
ー
人
正
期
、

戦
前
・
戦
後
期
の
北
蒙
州
海
域
（
ア
ラ

フ
ラ
洵
な
ど
）
へ
渡
洵
し
て
、
白
蝶
貝

等
採
取
事
業
に
就
労
し
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
当
町
の
平
要
な
歴
史
で
あ
り

ま
す
。つ
い
て
は
、
そ
の
重
要
な
歴
史
を
次

代
に
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
先
人
の
業

納
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
、
閃
係
資
料

の
収
集
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。▼
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

60735

—

62

—

0006 

（
直
通
）

＂

募

集

串
本
町
教
育
旅
行
誘
致
協
議
会

60735

—

62

—

5857 

連絡先

串

古

学

生

串

保

お
知
ら
せ

8
行
事

串本町役場本庁舎

(TEL 6 2 -0 5 5 5) 

串本町役場古座分庁舎

(TELワ2-0081)

本病院
(TEL 6 2 -0 6 3 5) 

座川病院

(TELワ2-0280)

校教育課

(TELワ2-001ワ）

涯学習課

(TEL 6 2 -0 0 0 6) 

本町図書館

(TEL 6 2-46 5 3) 

健センター

(TEL 6 2 -6 2 0 6) 

町内放送案内

（醗 0120-928-649)

串木町ホームページアドレス

http//www.town.kushimoto.wakayama」p/

串本町メールアドレス（代表）

kikakuzaisei@town.kushimoto.wakayama.jp 

⑲広報くしもと 2010.11 広報くしもと 2010.11 へか
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h]国国国口国国
〗 :I 第；］：内容（時間） Iサノ：ノタ：フノト1：：：：
串本町民大運動会多目的グラウンド
(9 00-)  

5金橋杭岩ライトアップけ喬 杭 岩膚菜振興課

7日 (18: 00-21 : 00) 

9火防火パレード 町内全域消防団
(g: 00-)  

9火一般家庭防火診断訪問各 地 区消防団

15月 （未定）

l2金串本町民総合展 串本町立体育館生涯学習課
串本町武道館

14日 (9: 00-16: 30) 

l2金人権行政相談 串本町文化センター住民課
(13 : 30-15: 30) 

141 El遠距踏中継送水訓練各 地 区消防団
（未定）

18太行政相談 占座福祉センター住民課
(13 : 30-15: 30) 

21 日ふれあいいきいきまつり串本町文化センター• 生涯学習課
(9 : 20-15: 30)町立体育館

25 I木人権行政祖談 有田公民館住民課
(13 : 30-15: 30) 

26 I金人権講澳会 串本町文化センター 1住民課
(19 : 00-20: 30) 

田

今
月
の
納
税

T
税

目

0
同
民
健
康
保
険
税
（
第
8
期）

0
介
護
保
険
料
（
第
8
期）

0
後
期
高
齢
者
株
療
保
険
料
〈
将
通
徴
収
〉

（第
5
期）

▼
納
期
限

11
月
30
日
（
火
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
法

作
に
よ
り
年
寧
ー

1
4
.
6
％
の
延
滞
金
が

か
か
り
ま
す
。
納
税
は
お
昂
め
に
。

〇
納
税
に
関
す
る
お
間
い
合
わ
せ
は
役
場

税
務
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

6
0
7
3
5
—
6
2

—
0
5
8
6

（
直
通
）
／＇ 

＼ 

今年の火災・救急件数
- 9月30日現在一

火災件数

建物 6件

林野 1件

その他 3件

合計 10件

救急件数

交通ワ2件

急病 546件

その他 253件

合計 8ワ1件

火災のない住みよい豊かな町づくり

ヽ

10
月
中
旬
ぐ
ら
い
か
ら
よ
う
や
く
秋
ら
し
い
気

低
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
カ
ゼ
な
ど
ひ
い
て
体

ま

調
を
く
ず
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
み
な
さ
ん
気
を
つ

5して

け
て
く
だ
さ
い
ね
。

こ
の
季
節
は
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
食
欲
の
秋
と
よ
工掲

く
い
い
ま
す
が
、
何
か
ス
ポ
ー
ツ
さ
れ
て
い
ま
す
を

か
？
私
は
、
フ
ッ
ト
サ
ル
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
匹斗洋有め

改
め
て
考
え
る
と
運
勁
す
る
事
っ
て
す
ご
く
い
い

市
で
す
よ
ね
。
た
く
さ
ん
汁
を
か
い
て
健
康
的
に
紅

な
る
だ
け
で
な
く
、
満
足
感
・
達
げn
 

成
地
か
ら
日
頃
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
峙

コし

の

-＿
―
-Cl 

も
な
り
ま
す
よ
ね
。
動
け
な
く
入収

な
る
ま
で
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
町

集
後
に

告

編

き

た

い

も

の

で

す

。

(
M
)

広

戸髄露栢ピジ
下記の方々より串本IIIJふるさとのまちづくり応援
基金に対し、寄付をいただきました。ご）げ俎に深く

感湖申し上げますとともに、いただきました寄付は

布効に活用させていただきます。

0大阪府高槻市在住 高田 順子様
0大阪府高槻市在住 藤田 圭吾様
0大阪府高槻市在住 藤田 美恵様
0大阪府高槻市在住 木郷 仁志様
0大阪府高槻市在住 木郷 智子様

⑰広報くしもと 2010.11 

こ。f
 
マ
対
象
者

戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成
22
年
6
月

16
日
に
日
本
国
藉
を
有
す
る
ご
存
命
の

h
 
ァ
請
求
受
付
期
間

平
成
22
年
10
月
25
日
（
月
）

1

平
成
24
年
3
月
31
日
(
+
)

※
当
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り

し
ま
す
。
ま
だ
、
お
手
匹
に
届
い
て
い

な
い
力
は
、
当
店
金
に
お
軍
話
く
だ
さ

、。し▼
ご
連
絡
•
お
問
い
合
わ
せ
先

独
＞
行
政
汰
人

T
和
祈
念
事
業
特
別

某
合
事
業
祁
特
別
給
付
金
担
当

6
0
5
7
0
_
0
5
9
_
2
0
4
 

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

I
P
電
話
、

P
H
S
か
ら
は

6
0
3
1
5
8
6
0
_
2
7
4
8
 

マ
受
付
時
間

平

n午
前
9
時
1
午
後
6
時

(
1
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
せ
ん
。
）

※
ご
不
明
な
点
が
お
打
り
で
あ
る
方

は
、
串
本
町
役
場
保
健
福
祉
課
ま
で
。

6
0
7
3
5
|
6
2
_
0
5
6
2
 

(＇皿通）

一◇募集団地◇

IニニイニI串二：冨5:1 1 1醤；ロニ：：建て|募：：数 1

※入居の際には月額家白の3ヵ月分の敷金が必要てす。

◇申込み用紙の配布・受付の日程◇

【期間］平成22年ll月l日（月）～平成22年ll月15日（月）
※但し、土曜、日躍及ひ祝・祭日は除きます。

【時間］ 午前8時30分～午後5時まで
【場 所］ 串本町役場古座分庁舎建設課（申し込み用紙については、本庁舎にある住民課でも配布します。）

◇申し込み資格◇

（l)串本町内に住所又は勤務先を有寸る者。

(2)現に住宅に困窮していることが明らかな者。

(3)同居しようとする親族があり、本人を含めて2人以上の世帯であること。但し、老人¢身体障害者；その他

特に居住の安定を図る必要がある者として政令で定める者については単身で入居することができる。

(4)町税等の滞納が無いこと。

(5)本人及び同居人の収入を加算して、年閾所得金額が政令の規定以内てあること。

(6)奎察署と協定する、法律に規定の暴力団員でないこと。

※その他の事項については法令を造守します。

◇申し込みに必要な醤類◇

①町営住宅入居申込書 ②収入証明書 C3)納税証明書 ④住民票 ⑤婚姻証明書（※該当者のみ）

※その他詳細については、串本町役場建設課住宅係（合0735-72-0628)までお問い合わせください。

公営住二：：：三
(l9,200F9-28,600円）

［広告1町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

広報くしもと 2010.11 (16) 
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主 催

ll月21日（日）午前9時20分～
午後3時30分

串本町文化センター•町立体育館

串本町・串本町教育委員会

串本町福祉協議会

11月5日（金）～7日（日）午後6時～9時まで

国指定の名勝・天然記念物の橋杭岩をライトア

ップします。大小25もの奇岩が暗闇に浮かび上が
る幻想的な雰囲気をお楽しみください。

＜串本町防災行政無線放送電話案内サ＝ビス電話番号＞
n 01 1 210,- ,_9J2 •.BJ- 1S~ 9 

【広告】町収入の一部とgるため有料広告を掲載していまg。


